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【事業所概要（事業所記入）】
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
雄大な浅間山が望める広々とした佐久平の一角に落ち着いた雰囲気の当ホームがある。ホーム近くには保育園や中学
校、地区公民館、特別養護老人ホームなどの社会資源があり、職員は、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続け
られるように地域の住民の協力を得ながらサポートしている。ホーム自体は平成16年5月に開設され平成30年から現在の
運営法人に移管され、トータルで21年目を迎えているが、開設当初からの地域密着型サービスとしてのホームの取り組み
は現在も変わることなく継続されている。法人全体の理念と「私たちが大切にしていること」という四つの行動目標が掲げら
れている。また、グループホームとしての独自の理念を「お年寄りが主役　私たちは名脇役」「ほがらかに、なごやかに!!」と
「ケアを楽しくする１０カ条　ーゆたかに、おおらかに、自然の恵みを生かしてー　」として、更に、ホームとしてのケア方針も
明確に定めて、職員は常にそれらを意識しチームケアに取り組んでいる。新型コロナの5類移行後、地元のボランティアの
来訪や短大生の実習の受け入れも再開されている。市地域包括支援センターが主催するオレンジカフェ「新子田サロン」
が当ホームの地域交流スペースを使い毎月第4金曜日の午前中に実施されており、ホーム利用者も参加し地域の人々と
ふれあっている。加えて、家族、地域の方を中心に「認知症サポーター養成講座」も開催している。法人では幾つかの拠点
を長野県内に置いており、当ホームの属する「さく事業本部」では住み慣れた地域において、その人らしい尊厳ある生活を
可能な限り続けることのできる「地域包括ケアシステム」の構築及び住民参加によるコンパクトシティーの具現化を目指し
ている。当ホームでも、地域の基幹病院をはじめ、地元関係機関との連携を図り、豊かで安心して暮らせる地域福祉の拠
点として利用者や家族から信頼されるサービスを提供している。

基本情報リンク先

長野県佐久市新子田892番地2所在地
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評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/20/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2091700100-00&ServiceCd=320&Type=search

1  自己評価及び外部評価結果

2091700100

法人名 社会福祉法人ジェイエー長野会　さく地域事業本部

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 入居者さまが日常の中で役割を持って他者と交流しながら生き生きと生活ができるような支援をしてい
ます。オレンジカフェではグループホームの特色を生かし、入居者様参加型でお客様と入居者様が一
緒にお茶を飲まれお話をされます。時には入居様が作った手作りのお茶菓子をお出ししています。今年
度は初めてご家族、地域の方を中心に「認知症サポーター養成講座」を開催しました。地域の中で家族
とスタッフとの両輪でご本人を支えていけるよう取り組んでいます。地域とのつながりを深めて行けるよ
う今後も地域のとの交流や参加型の模様しもので地域に開けたホームを作っていきたいと考えていま
す。

グループホーム新子田の家事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和  7年 2月 14日 令和  7年 4月 2日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

長野市松岡1丁目35番5号

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和  7年  3月  7日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59


